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目
指
せ
健
康
長
寿
！

　
ま
ず
、
健
康
寿
命
の
お
話
し
で
す
。
健
康
寿

命
と
は
「
健
康
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
期
間
」
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

現
在
の
平
均
健
康
寿
命
は
男
性
　
．２
歳
、
女

７１

性
で
　
．２
歳
で
す
。
平
均
寿
命
が
男
性
　
歳
、

７４

８１

女
性
で
　
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
均
健
康
寿

８７

命
と
平
均
寿
命
の
差
が
男
性
で
約
　
歳
、
女
性

１０

で
約
　
歳
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
差
が

１３

何
を
表
し
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
そ
の
期
間

は
自
立
し
た
生
活
が
で
き
ず
に
、
誰
か
の
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
は

長
寿
の
国
で
あ
る
が
、
誰
か
の
世
話
に
な
り
な

が
ら
と
い
う
の
は
互
い
に
辛
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
、「
目
指
せ
健
康
長
寿
！
」
と
い
う

こ
と
を
真
剣
に
考
え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
で

は
、
ど
う
す
れ
ば
元
気
で
長
生
き
で
き
る
の

か
？
元
気
な
長
寿
の
人
に
話
を
聞
く
と
、
５
つ

の
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

◇
元
気
な
長
寿
の
方
の
５
つ
の
特
徴

　
①
肥
満
の
人
は
少
な
い

　
②
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
が
多
い

　
③
血
圧
が
低
め
の
人
が
多
い

　
④
運
動
を
し
て
い
る
人
が
多
い

　
⑤
老
後
も
働
い
て
い
る
人
が
多
い

①
肥
満
の
人
は
少
な
い

　
日
本
人
は
肥
満
に
向
か
っ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
肥
満
の
問
題
の
１
つ
は
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
メ
タ
ボ
）
で
す
。
メ

タ
ボ
の
よ
う
な
内
臓
肥
満
が
動
脈
硬
化
を
起
こ

し
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
毎
日
体
重
を
測
定
し
、
体
の
変
化

に
敏
感
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

②
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
が
多
い

　
日
本
人
が
亡
く
な
る
原
因
の
１
番
は
、
た
ば

こ
の
喫
煙
で
、
年
間
約
　
万
人
が
亡
く
な
っ
て

１３

い
ま
す
。
た
ば
こ
と
い
う
の
は
、
が
ん
、
心
血

管
病
（
動
脈
硬
化
）、
呼
吸
器
疾
患
（
肺
気
腫
）
な

ど
を
起
こ
し
ま
す
。
　

　
た
ば
こ
を
吸
っ
て
自
分
の
体
を
悪
く
す
る
の

は
自
分
の
責
任
だ
が
、
た
ば
こ
の
た
ち
が
悪
い

の
は
、
周
り
の
人
た
ち
に
受
動
喫
煙
と
い
う
害

を
起
こ
す
こ
と
。
ま
ず
は
、
た
ば
こ
を
や
め
る

と
い
う
の
が
大
事
で
す
。

③
血
圧
が
低
め
の
人
が
多
い

　
血
圧
が
高
い
こ
と
が
長
く
続
く
と
動
脈
硬
化

が
進
行
し
ま
す
。
動
脈
硬
化
は
脳
卒
中
や
心
筋

梗
塞
、
腎
不
全
な
ど
を
引
き
起
こ
す
リ
ス
ク
を

高
め
て
し
ま
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
高
血
圧
が
１
つ
あ
る
だ
け
で
一
病

息
災
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
に
気

を
つ
け
て
治
療
を
し
て
い
れ
ば
、
色
々
な
病
気

を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
代
表
が
高
血
圧

で
す
。
で
す
か
ら
、
高
血
圧
の
人
は
し
っ
か
り

と
健
康
管
理
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
家
庭
で
血
圧
を
測
る
と
い
う
の
は
、
極
め
て

重
要
で
血
圧
を
測
る
時
は
、
毎
日
決
ま
っ
た
時

間
に
決
ま
っ
た
体
勢
で
測
る
の
が
望
ま
し
い
で

す
。
ま
た
、
血
圧
計
は
腕
で
測
る
上
腕
血
圧
計

が
お
す
す
め
で
す
。

◇
高
血
圧
の
方
の
目
標
と
す
る
血
圧
は
？

煙
　
歳
未
満
の
方

７５
【
病
院
】
１
４
０
／
９
０

【
家
庭
】
１
３
５
／
８
５

煙
　
歳
以
上
の
方

７５
【
病
院
】
１
５
０
／
９
０

【
家
庭
】
１
４
５
／
８
５

目
指
せ
健
康
長
寿
！

▲腕で測る上腕
血圧計

　
増
毛
町
で
は
、
町
民
の
皆
様
の
健
康
と
財
産
を
守
る
た
め
に
高
血
圧
対
策
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
旭
川
医
科
大
学
教
授
・
長
谷
部
直
幸
氏
と
旭
川
医
科
大
学
腎
臓
内
科

主
任
・
中
川
直
樹
氏
が「
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
た「
ま
し
け
町
民
ス
ク
ー

ル
第
５
回
講
座
（
旭
川
医
科
大
学
派
遣
講
座
）」
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
町
民
の

皆
様
が「
健
康
」に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

特　集
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※家庭で測る場合
は、病院で測るよ
りも目標血圧は低
めとなります。

旭川医科大学 教授

　　長谷部　直幸 氏
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④
運
動
を
し
て
い
る
人
が
多
い

　
運
動
が
体
に
良
い
と
い
う
の
は
皆
さ
ん
ご
存

知
で
し
ょ
う
。
心
臓
や
血
管
に
良
い
で
す
し
、

減
量
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど
に

も
な
り
ま
す
。

　
特
に
毎
日
運
動
す
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
も

お
す
す
め
で
す
。

⑤
老
後
も
働
い
て
い
る
人
が
多
い

　
老
後
も
働
く
と
い
う
こ
と
も
非
常
に
良
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
働
く
以
外
に
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
生
き
が
い
に
す
る
の
も
健

康
寿
命
延
伸
に
繋
が
り
ま
す
。
老
後
を
ど
の
よ

う
に
過
ご
す
か
と
い
う
こ
と
を
一
度
考
え
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
高
血
圧
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る

　
日
本
に
は
４
千
３
百
万
人
の
高
血
圧
の
人
が

い
ま
す
。
本
来
、
高
血
圧
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

や
す
い
病
気
で
す
。
薬
も
良
い
も
の
が
あ
り
ま

す
し
、
生
活
習
慣
に
気
を
つ
け
れ
ば
血
圧
が
下

が
る
と
い
う
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
で
も
血
圧
が
下
が
ら
な
い
と
い
う
状
況
が
問

題
で
あ
る
と
世
界
中
で
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
現
状
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
医
者
だ

け
で
は
な
く
、
看
護
師
や
保
健
師
、
栄
養
士
、

薬
剤
師
な
ど
色
々
な
職
業
の
人
が
あ
ら
ゆ
る
機

会
で
高
血
圧
の
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。
皆
さ
ん
も
高
血
圧
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
自
分
の
腎
臓
は
自
分
で
守
る

　
腎
臓
に
は
１
日
に
約
ド
ラ
ム
缶
１
缶
分
（
１

５
０
㍑
）
の
血
液
が
流
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら

体
に
水
分
な
ど
の
必
要
な
も
の
を
再
吸
収
し
て
、

最
終
的
に
尿
と
し
て
排
出
さ
れ
る
量
は
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
１
本
分
（
１
．５
㍑
）
で
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
腎
臓
は
働
き
も
の
の
臓
器
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
腎
臓
の
健
康
状
態
を
は
か
る
物
差
し
は
、
た

ん
ぱ
く
尿
で
す
。
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
が

進
行
し
て
し
ま
う
と
血
管
が
痛
み
、
本
来
漏
れ

な
い
は
ず
の
た
ん
ぱ
く
が
尿
に
出
た
り
、
赤
血

球
が
漏
れ
て
血
尿
と
な
り
ま
す
。

　
腎
臓
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
血
糖
・

血
圧
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
改
善
と
禁
煙
が
大

切
で
す
。

◇
腎
臓
機
能
を
維
持
す
る
に
は
？

　
①
糖
分
の
と
り
す
ぎ
に
気
を
つ
け
る

　
②
血
圧
は
１
３
０
／
８
０
未
満

　
③
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
１
２
０
未
満

　
④
禁
煙
を
す
る

※
検
診
を
受
け
て
い
る
方
は
、
結
果
表
で
健

康
状
態
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
分
か
ら
な
い

こ
と
は
保
健
師
へ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

　
腎
臓
が
悪
く
な
っ
て
も
、
症
状
が
出
る
の
は

透
析
に
な
る
一
歩
手
前
で
、
初
期
段
階
で
は
検

診
を
受
け
な
け
れ
ば
悪
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
特
定
健
診
を
受

け
て
自
分
の
腎
臓
機
能
を
確
認
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、「
自
分
の
腎
臓
は
自
分
で
守

る
」
と
い
う
意
識
が
大
切
で
す
。

　
日
本
人
の
食
塩
摂
取
量
は
昔
よ
り
は
減
っ
て

き
て
は
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
男
性
で
　
㌘
、

１１

女
性
で
９
㌘
を
摂
取
し
て
い
ま
す
。

　
食
塩
の
推
奨
摂
取
量
は
、
厚
生
労
働
省
が
推

奨
し
て
い
る
目
標
値
は
男
性
８
㌘
、
女
性
７
㌘
、

高
血
圧
の
方
は
男
女
と
も
６
 ㌘
 と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
普
段
、
何
気
な
く
食
べ
て
い
る
も
の
に
も
意

外
と
塩
分
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
た
く
あ
ん

２
切
れ
で
１
．４
㌘
、
梅
干
し
１
個
で
１
．６
㌘

と
な
り
、
毎
食
食
べ
る
の
は
や
め
て
、
１
日
１

回
に
す
る
な
ど
の
改
善
が
必
要
で
す
。

　
増
毛
町
は
日
本
海
に
面
し
て
お
り
、
鰊
の
保

存
な
ど
塩
蔵
の
食
文
化
が
あ
り
、
魚
介
類
や
水

産
加
工
品
な
ど
か
ら
塩
分
を
多
く
摂
っ
て
い
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
と
て
も
お
い
し
い
で
す
が
、

食
べ
過
ぎ
に
は
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
　
増
毛
町
は

　
　
環
境
整
備
が
で
き
て
い
る

　
増
毛
町
の
特
徴
は
、
高
齢
の
方
が
元
気
に
働

い
て
い
る
方
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
口

は
だ
ん
だ
ん
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
大
事
な
の

は
町
民
の
方
が
元
気
に
ず
っ
と
生
活
す
る
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
に
町
で
は
、
運
動
施
設
を
整

備
し
て
、
専
門
の
運
動
指
導
者
を
導
入
し
て
い

ま
す
。
冬
の
間
も
運
動
が
で
き
る
環
境
が
整
備

さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

す
。
運
動
を
し
て
体
重
を
減
ら
す
と
血
圧
も
下

が
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
よ
り
元
気
で
長
生
き

で
き
る
と
い
う
こ
と
が
期
待
で
き
る
わ
け
で
す
。

　
ま
た
、「
増
毛
醤
油
」
を
開
発
す
る
な
ど
減
塩

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
素

晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　
高
血
圧
は
海
に
面
し
た
自
治
体
の
共
通
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
増
毛
町
が
北
海
道
の
沿
岸
部

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
分
の
腎
臓
は
自
分
で
守
る

高
血
圧
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る

日
本
人
は
塩
分
を

　
　
　
　
　
摂
り
過
ぎ
て
い
る

増
毛
町
は

　
　
環
境
整
備
が
で
き
て
い
る

毎
月
　
日
は
減
塩
の
日

１７

◇２人の先生から
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

　　　増毛町の方へメッセージ
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

　増毛町の皆さんは環境整備なども

非常に恵まれています。ただ、塩分

という敵も皆さんの周りには多いの

で、気をつけてください。

　まずは特定健診を受けて、自分の

健康は自分で守りましょう。

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

旭川医科大学 腎臓内科主任

中川　直樹 氏
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～La・sante '（ら・さんて）通信～

　ストレッチとは、筋肉を伸縮させて可動域を広げたい関節などを伸ばしていくので、

筋肉がほぐれると同時に可動域が広がり、柔軟性を向上させることができます。

　しかし、あまりに硬くなってしまった関節周辺の筋肉は、自分だけで動かすことが難

しい場合もあります。そういう時にはパートナーストレッチ（２人１組でサポートを受

けて行うストレッチ）を実施し、押す・引く・ねじる・回す・ゆするなど、外部からの

刺激により力を入れずにストレッチを受けることで、安全に柔軟性の向上を得られ、怪

我の予防やリハビリ、疲労回復、メタボ予防に効果的となり、生活の質（ＱＯＬ）を高

めます。

　痛い所までは伸ばさず、気持ちいいと感じられる範囲で無理なく行いましょう。

　普段からストレッチや軽運動を実施して筋肉を動かす習慣をつけておくことが生活習

慣病の予防や健康寿命延伸に繋がります。

特集

健康運動指導士

田 村　 豊 先生

第 2 回パートナーストレッチ

　運動施設『運動一番La・sante '（ら・さんて）』では、怪我防止、

疲労回復、生活筋力向上のためにストレッチを推奨しています ！

今回の特集では、『腰』についてパートナーストレッチを紹介します ！

【問合せ先】役場町民課保険年金係（電話５３－１１１３）

　両手で膝を抱えるように

ポーズを取ります。

　パートナーの方は、足の裏

を押し、膝が胸に近づくよう

に押します。

腰痛に効く　～パートナーストレッチ～
　※痛い所までは無理して伸ばさないように注意しましょう
識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫

　※呼吸を止めないように、深呼吸しながら行いましょう
識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫

　※１人で行っても効果はあります
識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫

第３回では『膝』について
のパートナーストレッチの

紹介を予定しています。

　胸を張ってお腹を床に近づ

けるイメージで行います。

　パートナーの方は、骨盤を

押さえるように軽く押します。

　下の足は体と一直線にし、

腰を捻るように上半身を上に

向けます。

　パートナーの方は、肩と膝

を押さえます。

革
レッスン １

革
レッスン ２

革
レッスン ３
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町
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

い
き
い
き
と
生
活
す
る
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
増
毛
町
健
康
寿
命
あ
っ
ぷ
・
ら
さ
ん
て
サ

ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集
し
、
全
　
回
の
養
成
事

１０

業
を
開
催
し
ま
し
た
。そ
し
て
、
今
回
第
１

期
生
と
し
て
養
成
講
座
を
受
講
し
た
９
名
の

方
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
活
動
内
容
は
、
町

の
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
教
室
の
補
助
講

師
、
地
域
で
の
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
の

普
及
啓
発
、
地
域
で
の
自
主
的
な
介
護
予
防

活
動
、
ら
さ
ん
て
内
で
の
指
導
補
助
等
を
行

い
ま
す
。

【問合せ先】役場町民課保険年金係（電話５３－１１１３）

増毛町健康寿命あっぷ
らさん てサポーター（介護予防サポーター）第１期生卒業

▲養成講座で健康運動指導士の田村先生から指導を受ける「らさんてサポーター」

ら
さ
ん
て
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
？

私たちと一緒に
　　健康づくりをしませんか

○養成講座の受講動機は？
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫
　らさんてや健康講座でストレッ

チを教えて頂き、実践したら長年

苦しんできた腰痛が緩和し、自身

の為に、家族の為にもっと覚えた

いと思い受講しました。

　そして、養成講座で学習してい

く中で介護予防のお手伝いができ

るようになったら楽しいだろうな

と思うようになりました。

○ボランティアスタッフとして
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫
の今後の目標は？
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫
　相手の方が心地よいと思える実

技や声かけをしていきたいです。

そして、自分自

身も楽しみなが

らお手伝いがで

きたらいいなと

思っています。

○養成講座の受講動機は？
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫
　らさんて開始から利用していま

すが、以前の運動に対しての考え

方が変化してきました。少しずつ

結果を得ることによって、喜びを

感じるようになり、私自身には運

動が身近になり、この思いを少し

でも多くの皆さんに体験していた

だきたいと思い受講しました。

○ボランティアスタッフとして
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫
の今後の目標は？
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫
　ストレッチ等

の説明をテンポ

良く、わかりや

すく実施するこ

とが目標です。

○養成講座の受講動機は？
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫
　地域の健康を願い、健康寿命を

延ばしたいと思いました。

　また体操をすることで薬を飲ん

でいる方は量が減るのかなどの変

化を見ていきたいと思い受講しま

した。

○ボランティアスタッフとして
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫
の今後の目標は？
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫
　パートナーと

なった方が継続

的に来てくれる

よう心を配り、

楽しみながらお

手伝いをしたい

と思います。

宮崎 かおりさん

大西　美直さん山田　美子さん
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金曜日木曜日火曜日

７日６日12 ／ ４日

18：30－19：30

文化センター中ホール

ワークアウト（☆☆☆☆）

18：30－19：30

文化センター中ホール

リズムエクサ（☆☆☆）

10：30－11：30　保健センター

関節健康トレーニング（☆）

18：30－19：30　

文化センター中ホール

ストレッチヨガ（☆☆）

14 日13 日11 日

18：30－19：30

文化センター中ホール

ワークアウト（☆☆☆☆）

18：30－19：30

文化センター中ホール

リズムエクサ（☆☆☆）

10：30－11：30　保健センター

関節健康トレーニング（☆）

18：30－19：30

文化センター中ホール

ストレッチヨガ（☆☆）

21 日20 日18 日

18：30－19：30

文化センター中ホール

ワークアウト（☆☆☆☆）

18：30－19：30

文化センター中ホール

リズムエクサ（☆☆☆）

28 日27 日25 日

18：30－19：30　

文化センター中ホール

リズムエクサ（☆☆☆）

健康寿命延伸事業 ※地方創生推進交付金事業
　『生涯現役で働き続けられる町を実現する健康寿命延伸人材育成事業』する健康寿命延伸人材育成事業』

健 康 づ く り 室教

　将来町内に所在する介護保険施設等の職員とし

て介護業務に従事しようとする方に対し、その修

学に必要な資金を貸付ることにより、介護従事者

の養成及び確保を図り、もって介護の提供体制の

充実に資することを目的とします。

　介護福祉士養成施設（大学・専門学校等）に在学

中の方であって、将来本町において介護業務に従

事しようとする方に対し修学資金を貸付します。

　月額５万円以内とし、学校等の在学期間中貸付

します。なお、貸付金は無利子とします。

　養成施設を卒業後、３ヶ月以内に増毛町内の介

護保険施設等に就職し、借受年数の２倍の期間を

従事した場合は貸付金の償還を全額免除します。

　修学資金を辞退したときや

養成施設を退学したときなど

は貸付金の償還が必要となり

ます。

【問合せ先】増毛町立明和園（電話 53－1601）

◇◆◇ 12月の各教室は下記の日程で行います。参加料は無料です。◇◆◇加料は無料です。◇◆◇

☆の数は運動強度を表しており、数が多いほど運動強度が高くなります。

【問合せ先】役場町民課・保険年金係（電話 53－1113）

増毛町介護従事者養成修学資金貸付金のご案内

５．貸付金の償還　

４．貸付金の償還免除１．貸付目的

２．貸付対象者

３．貸付上限額及び貸付期間等



　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
増
毛
山
道
の
会
（
渡
邊
千
秋

会
長
）
は
、
約
１
６
０
年
の
歴
史
を
持
つ
山

道
を
復
元
さ
せ
よ
う
と
、
平
成
　
年
に
地
元

２０

住
民
有
志
ら
で
前
身
と
な
る
任
意
団
体
と
し

て
設
立
し
、
国
や
道
の
機
関
と
連
携
し
、
サ

サ
刈
り
や
ル
ー
ト
調
査
な
ど
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
平
成
　
年
に
別
苅
們
岩
尾
分
岐
間
、

２２

平
成
　
年
に
は
岩
尾
分
岐
們
雄
冬
山
山
頂
付

２６

近
間
を
復
元
し
、
平
成
　
年
に
全
線
を
開
通

２８

さ
せ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
　
年
に
は
国
土
地
理
院
が
管

２９

理
す
る
地
理
院
地
図
（
電
子
国
土
ｗ
ｅ
ｂ
）

に
増
毛
山
道
の
位
置
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
同
会
で
は
、
遭
難
防
止
の
た
め
の
案
内
標

識
や
記
念
標
柱
の
設
置
。
中
学
生
へ
の
増
毛

山
道
体
験
学
習
の
講
師
。
年
に
数
回
開
く
ガ

イ
ド
付
き
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
事
業
を
実
施
す
る

な
ど
、
地
域
資
源
の
活
用
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　
渡
邊
会
長
に
今
後
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

お
話
し
を
聞
く
と
、「
今
後
は
も
う
少
し
整

備
を
行
い
、
北
海
道
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
モ

デ
ル
コ
ー
ス
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。
そ
の
た
め
に
は
若
い
世
代
に
増
毛
山

道
の
魅
力
を
伝

え
、
地
元
に
残

っ
て
増
毛
山
道

に
携
わ
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま

し
た
。
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題話のちま

　
　
月
６
日
、
高
橋
は
る
み
知
事
が
役
場
を
訪
れ
、
堀

１１
町
長
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
増
毛
山
道
の
会
の
渡
邊
千
秋
会
長

ら
３
人
と
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
懇
談
で
は
、
渡
邊
会
長
が
北
海
道
遺
産
に
選
定
さ
れ

た
増
毛
山
道
の
歴
史
や
山
道
の
復
元
ま
で
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
写
真
を
用
い
て
紹
介
。
高
橋
知
事
は
「
北
海

道
命
名
１
５
０
年
の
節
目
の
年
に
北
海
道
の
宝
と
な
っ

た
増
毛
山
道
を
、
ぜ
ひ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
モ
デ
ル
コ
ー

ス
と
な
る
よ
う
旅
行
会
社
に
仲
介
し
、
１
人
で
も
多
く

の
人
に
素
晴
ら
し
い
増
毛
山
道
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会

を
作
る
手
助
け
を
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、　
月
　
日
に
は
「
石
狩
と
増
毛
の
懸
け
橋
『
増

１１

１６

毛
＆
濃
昼
山
道
』
北
海
道
遺
産
決
定
と
そ
の
再
生
を
祝

う
会
」
が
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
ま
し
け
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

▲ＮＰＯ法人増毛山道の会の会員から山道

復元までの取り組みについて説明を受け

る高橋知事（中央）

▲ＮＰＯ法人増毛山道の会

渡邊　千秋 会長

高
橋
は
る
み
知
事

増
毛
山
道
の
会
と
の
懇
談
で

山
道
へ
の
魅
力
理
解
を
深
め
る

増毛町で２件目の選増毛町で２件目の選定定

増毛山道が北海道遺産増毛山道が北海道遺産にに
　
　
月
１
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
海
道
遺
産

１１
協
議
会
は
、
後
世
に
引
き
継
ぎ
た
い
貴
重

な
自
然
や
建
造
物
を
選
ぶ「
北
海
道
遺
産
」

　
件
を
選
定
し
、
そ
の
中
に
増
毛
町
と
石

１５狩
市
浜
益
区
幌
を
つ
な
ぐ
「
増
毛
山
道
と

濃
昼
山
道
」
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
増
毛
町
に
は
、
平
成
　
年
に
北
海
道
遺

１３

産
に
選
定
さ
れ
た
「
増
毛
小
学
校
と
駅
前

歴
史
建
物
群
」、
そ
し
て
今
回
選
定
さ
れ

た
「
増
毛
山
道
」
の
２
件
と
な
り
ま
し
た
。

　
北
海
道
遺
産
は
、「
次
世
代
に
引
き
継

ぎ
た
い
北
海
道
な
ら
で
は
の
宝
物
」
と
し

て
、
豊
か
な
自
然
や
北
海
道
に
生
き
て
き

た
人
々
の
歴
史
、
文
化
、
生
活
・
産
業
な

ど
様
々
な
有
形
無
形
の
価
値
の
中
か
ら
、

平
成
　
年
の
第
１
回
選
定
で
　
件
、
平
成

１３

２５

　
年
の
第
２
回
選
定
で
　
件
、
今
回
の
第

１６

２７

３
回
選
定
で
　
件
が
選
定
さ
れ
、
計
　
件

１５

６７

の
北
海
道
遺
産
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
第
３
回
選
定
は
、
北
海
道
命
名

１
５
０
年
の
記
念
の
年
に
道
民
に
北
海
道

遺
産
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
北
海
道

の
魅
力
を
見
つ
め
直
す
機
会
に
し
よ
う
と

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
月
１
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
海
道
遺
産

１１
協
議
会
は
、
後
世
に
引
き
継
ぎ
た
い
貴
重

な
自
然
や
建
造
物
を
選
ぶ「
北
海
道
遺
産
」

　
件
を
選
定
し
、
そ
の
中
に
増
毛
町
と
石

１５狩
市
浜
益
区
幌
を
つ
な
ぐ
「
増
毛
山
道
と

濃
昼
山
道
」
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
増
毛
町
に
は
、
平
成
　
年
に
北
海
道
遺

１３

産
に
選
定
さ
れ
た
「
増
毛
小
学
校
と
駅
前

歴
史
建
物
群
」、
そ
し
て
今
回
選
定
さ
れ

た
「
増
毛
山
道
」
の
２
件
と
な
り
ま
し
た
。

　
北
海
道
遺
産
は
、「
次
世
代
に
引
き
継

ぎ
た
い
北
海
道
な
ら
で
は
の
宝
物
」
と
し

て
、
豊
か
な
自
然
や
北
海
道
に
生
き
て
き

た
人
々
の
歴
史
、
文
化
、
生
活
・
産
業
な

ど
様
々
な
有
形
無
形
の
価
値
の
中
か
ら
、

平
成
　
年
の
第
１
回
選
定
で
　
件
、
平
成

１３

２５

　
年
の
第
２
回
選
定
で
　
件
、
今
回
の
第

１６

２７

３
回
選
定
で
　
件
が
選
定
さ
れ
、
計
　
件

１５

６７

の
北
海
道
遺
産
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
第
３
回
選
定
は
、
北
海
道
命
名

１
５
０
年
の
記
念
の
年
に
道
民
に
北
海
道

遺
産
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
北
海
道

の
魅
力
を
見
つ
め
直
す
機
会
に
し
よ
う
と

実
施
さ
れ
ま
し
た
。



　
来
年
度
か
ら
認
定
こ
ど
も
園
あ
っ
ぷ
る
が
開
園
す
る
た
め
、
今
回
で
最
後
と
な
っ
た

あ
っ
ぷ
る
保
育
所
発
表
会
が
　
月
　
日
に
、
増
毛
幼
稚
園
お
遊
戯
会
が
　
月
４
日
に
開

１０

１３

１１

催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
し
て
き
た
お
遊
戯
や
劇
、
合

唱
な
ど
を
緊
張
し
な
が
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
に
披
露
し
ま
し
た
。

練
習
の
成
果
を
披
露
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月
８
日
、
増
毛
漁
業
協
同
組
合
青
年
部

１１
（
林
一
了
部
長
）
か
ら
増
毛
町
サ
ッ
カ
ー
少
年

団
へ
フ
ッ
ト
サ
ル
ゴ
ー
ル
ネ
ッ
ト
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　
寄
贈
式
は
屋
内
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
林
部

長
が
「
こ
れ
か
ら
の
練
習
で
お
使
い
く
だ
さ
い
」

と
挨
拶
し
、
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
を
代
表
し
て
６

年
生
の
林
 
吏
さ
ん
、
大
井
 月
  星
 さ
ん
が
受
け

る
 
な

取
り
、
全
員
で
お
礼
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
同
青
年
部
は
平
成
　
年
よ
り「
漁
師
の
力
酒
」

２２

の
収
益
金
を
利
用
し
て
、
町
内
小
・
中
学
校
や

少
年
団
な
ど
に
備
品
や
現
金
を
寄
附
す
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
少
年
団
へ
寄
贈

　
　
月
６
日
、
町
主
催
の「
増
毛
産
新
米
試
食
会
」が

１１
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
来
場
し
た

約
３
１
０
名
が
炊
き
た
て
の
新
米
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
新
米
試
食
会
は
今
年
で
４
回
目
を
迎
え
、
新
米
の

食
べ
比
べ
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と「
な
な
つ
ぼ
し
」

と
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
２
種
類
を
用
意
。
お
か
ず
と

し
て
用
意
さ
れ
た
町
内
の
水
産
・
農
産
加
工
品
に
加

え
て
、
南
る
も
い
農
協
女
性
部
に
よ
る
「
り
ん
ご

ケ
ー
キ
」
の
デ
ザ
ー
ト
も
提
供
さ
れ
、
終
了
時
間
を

待
た
ず
に
品
切
れ
に
な
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　
新
米
を
試
食
し
た
方
に
お
話
を
聞
く
と
「
初
め
て

増
毛
産
の
お
米
を
食
べ
た
が
、
と
て
も
美
味
し
か
っ

た
。
今
後
は
増
毛
産
の
お
米
を
買
う
よ
う
に
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
新
米
試
食
会
に

合
わ
せ
て
福
祉
厚
生
課
保
健
指
導
係
か
ら
減
塩
い
な

り
と
減
塩
の
炊
き
込
み
ご
飯
も
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

増
毛
産
の
新
米
に
舌
鼓

題話のちま

▲増毛幼稚園ばら組による「ハッピージャム

ジャム」では、リズムに乗った元気い

　っぱいの踊りで会場を湧かせていました。

▲あっぷる保育所りんご組の男の子が、「ヤ

ングマン～Ｙ．Ｍ．Ｃ．Ａ～」の踊りを元気

いっぱいに披露し、会場からは大きな拍手

が送られていました。

▲増毛幼稚園ひまわり組による劇「ジャックと豆の

木」では、覚えたセリフを堂々と喋り、練習の成

果を充分に発揮していました。

▲あっぷる保育所ぶどう組の女の子による「魔女っ

子ルーンちゃん」の遊戯では、女の子が大人びた

表情と踊りで会場の視線を集めていました。

い
の
り



　
　
月
６
日
、
増
毛
町
に
お
け
る
地
域
貢
献
活
動
に
よ
る
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、

１１
町
内
企
業
２
社
に
対
し
て
堀
町
長
か
ら
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
各
企
業
名
と
活

動
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
◆
増
毛
土
建
 株
式
会
社

　
　
　【
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
発
生
後
の
停
電
時
に
発
電
機
、
投
光
器
を
提
供
】

　
９
月
６
日
、
増
毛
土
建
株
式
会
社
（
古
川

秀
昭
代
表
取
締
役
）
が
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
発
生
後
の
停
電
時
に
発
電
機
（
３
台
）、
投

光
器
（
４
台
）
の
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　
提
供
さ
れ
た
発
電
機
と
投
光
器
は
文
化
セ

ン
タ
ー
で
の
炊
き
出
し
作
業
時
や
携
帯
電
話

の
充
電
用
電
源
と
し
て
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
◆
株
式
会
社
 清
野
建
設

　
　
　【
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
多
目
的
広
場
を
整
備
】

　
　
月
　
日
、
株
式
会
社
清
野
建
設
（
森
竹

１０

１９

昌
基
代
表
取
締
役
）
が
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー

ク
多
目
的
広
場
の
排
水
処
理
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　
同
社
は
、
留
萌
開
発
建
設
部
か
ら
「
一
般

国
道
２
３
１
号
線
増
毛
町
新
武
好
覆
道
補
修

工
事
」
を
受
注
し
て
お
り
、
地
域
貢
献
活
動

と
し
て
同
作
業
を
申
し
出
ま
し
た
。

　
作
業
は
５
名
の
職
員
で
一
日
か
け
て
行
わ

れ
、
雨
水
の
溜
ま
り
や
す
い
箇
所
に
ド
リ
ル

で
穴
を
空
け
砂
利
を
詰
め
て
水
は
け
を
良
く

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
元
企
業
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動
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題話のちま

▲停電時に提供された投光器▲ドリルで穴を開け砂利詰め作業を行う職員

　町では、町内で開催する同窓会に対し、町商工会商品券にて補助金を交付しており、

これまでに多くの同窓会が町内で開催されております。

　これから迎える忘年会・新年会の季節、久しぶりに会う同級生と増毛町で同窓会を開

きませんか？

　補助金の利用を検討される方は、下記の補助要件等をご確認のうえ役場企画財政課企

画係まで申請をお願いします。

（１）町内の飲食店等にて開催する同窓会の出席者が１５名以上で、うち町外居住者が５名以上出席す

る同窓会。

（２）町内在住者及び増毛町出身者の幹事による同窓会で、出身学校の所在地は問わない。

（３）同一の同窓会（出身学校、卒業年、参集者等）への補助は、年一回限りとする。

　・１５名以上３０人未満　　町商工会商品券　３０，０００円分

　・３０人以上　　　　　　　町商工会商品券　５０，０００円分

　・補助金を交付した同窓会には、町職員が同窓会にお伺いして、ふるさと納税のＰＲをさせていただ

きます。

　・補助金の交付には、申請書等の提出が必要となりますので、増毛町ホームページにてダウンロード

していただくか、役場企画財政課企画係（℡53－1110）までご連絡ください。

年末年始は、ふるさとで同窓会を！
増毛町同窓会支援事業補助金

１．【補助要件】

２．【補助金額】

【その他】



◇平成３０年度増毛町表彰式◇
　平成30年度増毛町表彰式が11月３日の文化の日にオーベルジュましけで行われました。

　今年度は、功労表彰３名、功績表彰５名、善行表彰１名、勤続表彰３名の計12名が表彰

され、堀町長から表彰状や記念品などが手渡されました。受賞された方は以下の通りです。

（敬称略）

栄
誉
を
た
た
え
て

表
彰
式

▲堀町長から賞状を受けとる佐藤さん

（写真中央）と澁谷さん（写真左）

　
　
月
　
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ

１０

２６

た
町
防
犯
協
会
（
合
羽
井
達
男
会
長
）
主
催
の
増

毛
町
防
犯
協
会
創
立
　
周
年
記
念
式
典
の
中
で
、

６０

増
毛
町
長
感
謝

状
・
増
毛
町
防

犯
協
会
長
表
彰

状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

感
謝
状
・
表
彰

状
を
受
賞
さ
れ

た
方
は
次
の
通

り
で
す
。

　
　（
敬
称
略
）

◇
増
毛
町
防
犯
協
会
創
立
　
周
年

６０

記
念
式
典
 
感
謝
状
・
表
彰
状
贈
呈
◇
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勤 続 表 彰芋
咽

允
員

鰯鰯鰯鰯鰯
鰯鰯鰯鰯鰯
［増毛町］

古川　滋郷（留萌市）

西村　祐子（別苅）

川上　輝久（南畠中町２）

善 行 表 彰芋
咽

允
員

鰯鰯鰯鰯鰯
鰯鰯鰯鰯鰯
故 畑中　光雄（箸別）

　ふるさと増毛町の発展を願い、平成29年

から多額の寄附を続けられ、町勢の振興に

多大な貢献をされました。

功 績 表 彰芋
咽

允
員

鰯鰯鰯鰯鰯
鰯鰯鰯鰯鰯
加藤　和義（雄冬）

○自治振興部門

功 労 表 彰芋
咽

允
員

鰯鰯鰯鰯鰯
鰯鰯鰯鰯鰯
　永年に亘り、日本水難救済会増毛救難所所長のほ

か数々の要職を歴任し、町勢の振興に多大な貢献を

されました。

櫻井　和義（栄町）

　永年に亘り、南るもい農業協同組合代表監事のほか、増毛町果樹協会会長等の要職

を歴任し、町勢の振興に多大な貢献をされました。

澁谷　忠良（暑寒沢）

　永年に亘り、増毛町議会議長のほか数々の要職を歴任し、町勢の振興に多大な貢献

をされました。

佐藤　善一（暑寒沢）

増
毛
町
長
感
謝
状

芋

咽

允

員

印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印

飛
内
　
眞
吾
　
　
豊
田
　
敏
巳

和
田
　
睦
美
　
　
杉
山
　
喜
久
男

按
田
　
　
努
　
　
船
水
　
則
幸

成
澤
　
　
繁
　
　
八
代
　
邦
彦

大
石
　
政
信
　
　
佐
藤
　
修
一

北
山
　
恒
三
　
　
柴
田
　
真
也

髙
畠
　
　
實
　
　
佐
藤
　
輝
洋

増
毛
町
防
犯
協
会
長
表
彰

芋

咽

允

員

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

飛
内
　
雅
彦

▲堀町長から感謝状を受けとる飛内眞吾さん

前田　哲雄（信砂）

○産業部門

大中　潔（別苅）

○社会事業部門

武井　光昭（見晴町）

庄司　道子（南畠中町１）

○教育部門



◇平成３０年度増毛町体育協会スポーツ表彰◇
　10月５日、文化センターにおいて行われた町体育協会（武井光昭会長）主催の平成30年度増毛町体育

協会50周年記念「体育の日」前夜祭の中で、平成30年度体育協会スポーツ表彰、体育協会50周年記念事

業特別表彰が行われました。受賞された方は以下の通りです。（敬称略〈　〉内は推薦団体）

スポーツ振興賞芋
咽

允
員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯
鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯
　平成４年４月から現在に至るまで25年間、増毛町サッカース

ポーツ少年団指導者として団員の指導にあたり、その間、同

チームを数回、全道大会に出場及びコンサドーレカップ優勝に

導きました。また、女子選手の強化にも力を注ぎ、全道女子

フットサル大会で優勝に導きました。

　現在も指導者として第一線で活躍され、増毛町におけるサッ

カーの振興と青少年の育成に多大な貢献をされました。

杉本　要〈増毛サッカー連盟〉

　
　
月
　
日
、
元
陣
屋
に
お
い
て
平
成
　
年
度
増
毛
町
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

１１

１８

３０

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
小
学
校
低
学
年
の
部
】

　
　
最
優
秀
賞
　
廣
野
　
日
菜
子
（
増
毛
小
１
年
）

　
　
　
タ
イ
ト
ル
　「
ご
め
ん
ね
と
も
だ
ち
」
を
よ
ん
で

　
　
優
秀
賞
　
　
北
原
　
杏
菜
（
増
毛
小
１
年
）

　
　
優
良
賞
　
　
直
江
　
龍
海
（
増
毛
小
２
年
）

　
　
優
良
賞
　
　
髙
橋
　
優
治
（
増
毛
小
２
年
）

【
小
学
校
中
学
年
の
部
】

　
　
最
優
秀
賞
　
福
原
　
花
純
（
増
毛
小
４
年
）

　
　
　
タ
イ
ト
ル
　
音
楽
の
力

　
　
優
秀
賞
　
　
道
添
　
恵
太
朗
（
増
毛
小
３
年
）

　
　
優
良
賞
　
　
宇
治
　
詩
帆
（
増
毛
小
４
年
）

　
　
優
良
賞
　
　
宮
本
　
英
司
（
増
毛
小
３
年
）

【
小
学
校
高
学
年
の
部
】

　
　
最
優
秀
賞
　
髙
橋
　
愛
子
（
増
毛
小
６
年
）

　
　
　
タ
イ
ト
ル
「
隻
腕
の
剣
士
教
壇
に
立
つ
」
を
読
ん
で

　
　
優
秀
賞
　
　
佐
藤
　
耀
斗
（
増
毛
小
６
年
）

　
　
優
良
賞
　
　
佐
藤
　
心
美
（
増
毛
小
５
年
）

　
　
優
良
賞
　
　
中
垣
　
玲
菜
（
増
毛
小
５
年
）

【
中
学
校
の
部
】

　
　
最
優
秀
賞
　
渋
谷
　
宗
太
郎
（
増
毛
中
３
年
）

　
　
　
タ
イ
ト
ル
　
食
堂
か
た
つ
む
り
を
読
ん
で

　
　
優
秀
賞
　
　
鈴
木
　
菜
菜
（
増
毛
中
２
年
）

　
　
優
良
賞
　
　
寺
澤
　
海
知
人
（
増
毛
中
２
年
）

　
　
優
良
賞
　
　
林
　
　
悠
仁
（
増
毛
中
３
年
）

◇
増
毛
町
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
◇

▲武井会長から賞状を受けとる杉本さん

体育協会50周年記念事業特別表彰芋
咽

允
員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯
鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯
増毛町剣道スポーツ少年団〈増毛町剣道連盟〉

坂口　功〈増毛町剣道連盟〉

木村　俊幸〈増毛サッカー連盟〉

１ １ 広報ましけ　2018．12

佐藤　弓子〈増毛町ミニバレーボール連盟〉

岡谷　冏一〈増毛山岳会〉

荒谷　キク〈増毛町歩くスキー愛好会〉
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一
年
の
終
わ
り
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
何
か
と
忙
し
く
な
る
こ
と
で
火

災
に
対
す
る
警
戒
心
が
緩
み
が
ち
に
な
り
ま
す
。
各
家
庭
及
び
事
業
所
等

で
は
、
火
気
の
使
用
に
十
分
注
意
し
、
次
の
項
目
を
守
り
、
火
災
の
な
い

安
全
・
安
心
な
一
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ガ
ス
コ
ン
ロ
等
の
調
理
器
具
、
暖
房
器
具
を
安
全

に
使
用
し
、
取
扱
い
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
就
寝
時
又
は
外
出
時
は
必
ず
火
の
元
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

●
放
火
を
防
止
す
る
た
め
に
、
燃
え
や
す
い
物
は

し
っ
か
り
と
管
理
し
、
物
置
は
必
ず
施
錠
し
ま

し
ょ
う
。

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

●
防
火
管
理
を
行
な
い
、
夜
間
の
巡
視
を
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

●
消
防
用
設
備
等
の
点
検
・
整
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
消
火
作
業
及
び
避
難
時
に
障
害
と
な
る
物
件
の
除

去
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
火
気
管
理
及
び
通
報
体
制
の
整
備
、
部
外
者
の
進

入
防
止
等
、
警
備
体
制
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

 
増
毛
町
消
防
本
部
・
予
防
課
（
電
話
５
３
倆
２
１
７
５
）

【
休
日
中
の
事
務
所
等
で
の
注
意
点
】

【
飲
食
店
等
の
多
数
出
入
り
す
る
施
設
で
の
注
意
点
】

【
一
般
家
庭
で
の
注
意
点
】

　道町民税、固定資産税、国民健康保険税及び軽自動車税の納め忘れはありませんか。

　12月は留萌管内統一「滞納整理強化月間」であり、町としては「年末諸税特別徴収月間」と

し、催告書の発送や自宅・勤務先を訪問しての催告及び給与・預貯金の差押えを実施します。

　多くの方はルールを守り納税されています。まだ、納税されていない方は早急に納税され

るか、納税について必ずご連絡ください。

　税金は、皆さんの暮らしを支える貴重な財源です。納税へのご理解と

ご協力をお願いします。

納め忘れはありませんか？

　「特別徴収月間」に合わせ、夜間及び休日に役場１階税務課において、納税窓口を

開設します。お仕事や用事で「日中は忙しい」「平日はなかなか役場に行けない」…

　この機会に納税及び納税相談にお気軽にご連絡・お越しください。

　※状況により訪問しての徴収も検討しますのでご相談ください。

『納税窓口 サービスデイ』を開設します！

＜問合せ先＞　役場税務課　税務係・納税係（電話 53－1114）

１２月１５日（土）の
午前９時００分～午後５時００分まで休 日 窓 口

１２月５日（水）、２５日（火）の
午後５時１５分 ～ 午後７時００分まで夜 間 窓 口

12月の５のつく

 日は納税窓口

 サービスデイ

「
平
成
　
年
　
月
　
日
～
　
日
」

３０

１２

２５

３１

歳
末
火
災
予
防
運
動

１２月は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　です月 間特 別諸 税年 末 徴 収
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④除雪機械による除排雪について

　個人や会社が除雪機械により除排雪する時は、

河川（永寿川、錦川等）や道路には投雪しない

でください。また、公共施設（縁石、フェンス、

側溝、橋欄干等）の損傷には十分注意し、万一、

損傷したときは直ちに報告してください。

⑤流雪溝の管理運営について

　流雪溝を利用される方は、約束事項を守って、

事故の無いように使用しましょう。

また、気象状況により中止とする場合がありま

す。その場合は防災無線等により、お知らせし

ます。 

①路上駐車はやめましょう

　早朝の除雪時に路上駐車をしている車が数多

く見受けられます。吹雪の時は確認が困難であり、

追突・接触等により損傷を受ける場合もあります

ので、路上での終夜駐車は絶対しないでください。

また、所用で駐車している場合に除雪車が来たら

支障のない場所に移動してください。

②道路に雪を捨てないでください

　除雪道路内に自宅玄関先や裏小路の雪を捨て

ている人が多数見受けられます。雪を捨てると

道路幅が狭くなり、交通の安全性を害しますの

で、除雪道路内には捨てず道路外に捨てるよう

にしてください。

③雪捨て場所について

　商店・事業所等の個人が排雪する場合の雪捨

て場は、暑寒海浜キャンプ場（旧暑寒海水浴場）

としておりますので、道路には絶対に投雪せず運

搬排雪をお願いします。

　また、石・土砂等が混じり、汚染公害を招く廃棄

物は捨てないでください。なお、ゴミの不法投棄

は法律により罰せられますので絶対に捨てないで

ください。

　共同使用の雪捨て場ですので、皆さんのご協

力お願いします。

【問合せ先】

 国道：留萌開発建設部・第１道路工務課

（電話 ４２－３１６８）

 道道：留萌建設管理部・事業室事業課

（電話 ４２－１８４９）

 町道：増毛町役場・建設課管理係

（電話 ５３－１１１５）

 町道：増毛産業振興協同組合

（電話 ５３－３８１０）

　
例
年
、
冬
季
に
開
始
し
て
お
り
ま
す

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
　
月
２
日（
日
）

１２

か
ら
運
転
い
た
し
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
施
設
の

老
朽
化
、
融
雪
機
能
が
随
所
に
低
下
し
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
電
気
料
の
経
費
削
減
を

は
か
る
目
的
で
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
運

行
期
間
短
縮
や
休
止
を
図
り
ま
す
。な
お
、

安
全
確
保
の
た
め
、
代
替
措
置
と
し
て
ス

リ
ッ
プ
防
止
剤
の
散
布
を
行
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
ス
リ
ッ
プ
防
止
剤
を
散
布
い
た
し
ま
す

が
、
通
行
さ
れ
る
方
は
ス
ピ
ー
ド
の
出
し

過
ぎ
等
に
十
分
注
意
し
、
安
全
運
転
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

 【
問
合
せ
先
】
役
場
建
設
課
・
管
理
係

（
電
話
５
３
倆
１
１
１
５
）

月月月月月月月月月月月月月月月月
かかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららら
ロロロロロロロロロロロロロロロロ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
ドドドドドドドドドドドドドドドド
ヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
テテテテテテテテテテテテテテテテ
ィィィィィィィィィィィィィィィィ
ンンンンンンンンンンンンンンンン

　
月
か
ら
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グググググググググググググググググ

１１１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２２２１２のののののののののののののののの
運運運運運運運運運運運運運運運運
転転転転転転転転転転転転転転転転
をををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開
始始始始始始始始始始始始始始始始
しししししししししししししししし
まままままままままままままままま
しししししししししししししししし

の
運
転
を
開
始
し
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたた

砕石ペット「まくべい」の配布

　増毛町では、高齢者の雪道での転倒を防止するために積雪凍結時に自宅前などにまく、

５００mlペットボトル入り砕石「まくべい」を無償で配布しております。今年度も、増毛町黒岩砕石事

業所で製造した「まくべい」を６００本配布します。高齢者がいる世帯に「１軒あたり２本」配布いた

しますので、希望する方は福祉厚生課５３－３１１１（内線５１４、５２０）までご連絡ください。

　なお、雪が解けた後、道路に残った「まくべい」は、まいた人が掃除するよう御協力願います。

短縮路線 は、役場～留萌信用金庫
増毛支店と役場～神社下までの２路
線で、１２月２日（日）から２月２８日（木）
までの運転といたします。

【
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
運
行
期
間
短
縮
箇
所
図
】

ご協力ください ！

業務に雪 除



　
平
成
　
年
４
月
か
ら
の
「
認

３１

定
こ
ど
も
園
あ
っ
ぷ
る
」
入
園

児
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
次
の

「
支
給
認
定
基
準
」
を
ご
覧
の

上
、
希
望
さ
れ
る
方
は
必
要
書

類
を
提
出
願
い
ま
す
。

■
支
給
認
定
基
準

１
号
認
定

　
主
に
教
育
を
希
望
す
る
者

２
・
３
号
認
定

就
学
前
の
児
童
の
う
ち
、
そ

の
保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
次

の
事
由
に
該
当
す
る
た
め
、

児
童
の
保
育
を
必
要
と
す
る

者
①
保
護
者
が
１
日
４
時
間
以
上
、

か
つ
、
月
　
日
以
上
就
労
す

１２

る
こ
と
が
常
態
の
場
合

②
保
護
者
が
妊
娠
又
は
出
産
後

で
間
も
な
い
場
合

③
保
護
者
が
疾
病
、
負
傷
又
は

障
が
い
を
有
し
て
い
る
場
合

④
保
護
者
が
常
時
、
親
族
の
介

護
・
看
護
を
し
て
い
る
場
合

⑤
保
護
者
が
災
害
復
旧
に
あ

た
っ
て
い
る
場
合

⑥
保
護
者
が
求
職
活
動
を
継
続

的
に
行
っ
て
い
る
場
合

⑦
保
護
者
が
就
学
中
又
は
職
業

訓
練
中
で
あ
る
場
合

⑧
そ
の
他
の
理
由
で
希
望
す
る

場
合
（
要
相
談
）

■
申
込
方
法

入
園
申
込
書
、
保
育
を
必
要

と
す
る
事
由
申
立
書
等
の
必

要
書
類
を
教
育
委
員
会
又
は

あ
っ
ぷ
る
保
育
所
に
提
出
願

い
ま
す
。

■
募
集
期
間

　
　
月
　
日（
木
）

１２

２０

　
　
～
１
月
　
日（
金
）

２５

■
保
育
料

町
が
行
う
保
護
者
負
担
軽
減

に
よ
り
無
料
で
す
。

■
そ
の
他
　

２
月
下
旬
に
入
園
説
明
会
を

行
う
予
定
で
す
。
入
園
予
定

者
に
、
後
日
、
開
催
日
時
を

ご
連
絡
い
た
し
ま
す
の
で
、

必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
教
育
委
員
会
総
務
学
校
課

　（
電
話
 ５
３
倆
２
４
２
７
）

　
明
和
園
で
は
特
別
養
護
老
人

と
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
あ
り
ま

す
が
、
現
在
、
ど
ち
ら
も
空
室

が
あ
り
ま
す
の
で
、
入
所
を
希

望
す
る
方
は
明
和
園
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
入
所
に
関
す
る
ご
相

談
や
施
設
見
学
も
随
時
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
増
毛
町
立
明
和
園

　（
電
話
 ５
３
倆
１
６
０
１
）

【
介
護
員
】

■
募
集
人
員

　
養
護
・
特
養
　
複
数
名

■
応
募
資
格

　
年
齢
　
歳
～
　
歳

１８

６５

※
無
資
格
可
、
介
護
福
祉
士
及

び
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修

了
以
上
の
方
歓
迎

■
勤
務
時
間

・
早
出
７
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１６

００

・
遅
出
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１８

００

・
夜
勤
　
時
　
分
～

１６

１５

　
　
　
　
　
　
翌
日
９
時
　
分
１５

※
勤
務
形
態

一
、
フ
ル
タ
イ
ム
職
員

　
３
交
替
制
の
勤
務

二
、
日
勤
職
員

　
日
勤
２
交
替
制
の
勤
務

三
、
パ
ー
ト
職
員

勤
務
日
数
や
勤
務
時
間
を
調

整
し
た
勤
務
（
応
相
談
）

■
賃
金

フ
ル
タ
イ
ム
・
日
勤
職
員

○
資
格
な
し

　
月
額
１
３
６
埀７
０
０
円
以
上

○
有
資
格
者
（
初
任
者
研
修
）

　
月
額
１
４
１
埀８
０
０
円
以
上

○
有
資
格
者
（
介
護
福
祉
士
）

　
月
額
１
４
６
埀５
０
０
円
以
上

パ
ー
ト
職
員

・
時
給
　
　
 ８
９
０
円

・
日
給
　
６
埀９
０
０
円

食
事
介
助
パ
ー
ト
職
員

・
時
給
　
　

　
９
５
０
円（
初
任
者
研
修
）

　
１
埀０
５
０
円（
介
護
福
祉
士
）

■
手
当
　
各
種
手
当
有
り

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

【
栄
養
士
】

■
募
集
人
員
　

　
管
理
栄
養
士
又
は
栄
養
士

　
１
名

■
応
募
資
格

　
年
齢
　
歳
～
　
歳

２０

６５

　《
栄
養
士
免
許
所
持
者
》

■
勤
務
時
間

　
８
時
　
分
～
　
時
　
分

４５

１７

１５

　（
土
・
日
・
祝
祭
日
は
休
み
）

■
賃
金

○
管
理
栄
養
士

　
月
額
１
５
６
埀７
０
０
円
以
上

○
栄
養
士

　
月
額
１
４
６
埀５
０
０
円
以
上

※
資
格
・
経
験
年
数
に
応
じ
前

歴
を
換
算
し
増
額

■
手
当
　
各
種
手
当
有
り

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

■
申
込
方
法

左
記
ま
で
お
問
合
せ
願
い
ま

す
。（
郵
送
可
）

申
込
・
問
合
せ
先

　
増
毛
町
立
明
和
園

　（
電
話
 ５
３
倆
１
６
０
１
）

■
募
集
人
員

　
看
護
職
員
２
名

■
応
募
資
格

看
護
師
免
許
・
准
看
護
師
免

許
取
得
者

■
勤
務
先

増
毛
町
立
市
街
診
療
所
（
有

明
和
園
入
所
者
募
集

報のしら暮 情
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募

集

増
毛
町
看
護
職
員

町
立
明
和
園
臨
時
職
員

（
介
護
員
・
栄
養
士
）

認
定
こ
ど
も
園
あ
っ
ぷ
る
の

入
園
児
童
を
募
集
し
ま
す

☆
勤
務
年
数
に
応
じ
て
就
労
継

続
手
当
を
月
五
千
円
～
二
万

円
支
給
し
ま
す
。（
一
年
以

上
継
続
勤
務
の
場
合
）



床
診
療
所
）
又
は
増
毛
町
立

明
和
園
（
老
人
福
祉
施
設
）

■
試
験
の
方
法

　
面
接
試
験
及
び
健
康
審
査

　（
健
康
診
断
書
）

■
受
験
手
続

次
の
書
類
を
左
記
申
込
先
ま

で
提
出
願
い
ま
す
。

（
ア
）増
毛
町
職
員
（
看
護
職
）

採
用
試
験
申
込
書

（
イ
）健
康
診
断
書

（
ウ
）免
許
証（
写
）※
卒
業
見
込

み
の
方
は
不
要

※（
ア
）、（
イ
）は
指
定
様
式
で

す
の
で
増
毛
町
Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
直
接
役

場
総
務
課
へ
請
求
願
い
ま
す
。

■
受
付
期
間
　

随
時
募
集
（
欠
員
補
充
す
る

ま
で
募
集
し
ま
す
）

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

■
初
任
給
及
び
そ
の
他
給
与

増
毛
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
に
基
づ
き
、
給
与
及

び
諸
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

勤
務
年
数
に
応
じ
て
奨
励
金

を
支
給
し
ま
す
。（
３
年
間

で
最
大
１
０
０
万
円
）

■
試
験
の
日
時
等

　
後
日
、
本
人
へ
連
絡
し
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先

　
役
場
総
務
課
・
庶
務
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
１
）

■
募
集
人
員

　
若
干
名

■
応
募
資
格

看
護
師
免
許
・
准
看
護
師
免

許
取
得
者

■
勤
務
先

増
毛
町
立
市
街
診
療
所
（
有

床
診
療
所
）

■
試
験
の
方
法

　
面
接
試
験

■
受
験
手
続

次
の
書
類
を
左
記
申
込
先
ま

で
提
出
願
い
ま
す
。

（
ア
）履
歴
書

（
イ
）免
許
証（
写
）※
卒
業
見
込

み
の
方
は
不
要

■
受
付
期
間
　

随
時
募
集
（
欠
員
補
充
す
る

ま
で
募
集
し
ま
す
）

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

■
賃
金

　
正
看
護
師
 

：

時
給
１
埀５
０
０
円

　
準
看
護
師
 

：

時
給
１
埀２
０
０
円

■
勤
務
時
間

　
応
相
談
、
調
整
し
ま
す

■
試
験
の
日
時
等

　
後
日
、
本
人
へ
連
絡
し
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先

　
町
立
市
街
診
療
所

　（
電
話
 ５
３
倆
１
８
１
１
）

■
募
集
人
員

　
１
名

■
応
募
資
格

　
年
齢
　
歳
以
上

１８

※
無
資
格
可
、
経
験
者
・
調
理

師
免
許
取
得
者
歓
迎

■
勤
務
先

増
毛
町
立
市
街
診
療
所
（
有

床
診
療
所
）

■
勤
務
時
間

・
早
出
５
時
　
分
～
　
時
　
分

４５

１４

００

・
遅
出
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

３０

１８

４５

※
勤
務
表
に
よ
る
シ
フ
ト
制

　（
月
概
ね
　
日
勤
務
）

２１

■
賃
金

　
月
額
１
３
９
埀８
０
０
円
～

※
資
格
・
経
験
年
数
に
よ
る

■
採
用
期
日

　
採
用
決
定
次
第
、
随
時
採
用

■
申
込
方
法
　

履
歴
書
（
有
資
格
は
免
許
証

の
写
し
を
添
付
）
を
市
街
診

療
所
に
提
出
願
い
ま
す
（
郵

送
可
）。

申
込
・
問
合
せ
先

　
町
立
市
街
診
療
所

　（
電
話
 ５
３
倆
１
８
１
１
）

■
開
催
日
時

　
平
成
　
年
１
月
　
日（
日
）

３１

１３

　
　
時
　
分
～

１４

００

■
開
催
場
所

　
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者
　

　
平
成
　
年
４
月
２
日
～

１０

　
　
平
成
　
年
４
月
１
日
生

１１

■
内
容

　
大
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
記

念
し
て
式
典
と
祝
賀
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
増
毛
町
に
住
民
登
録
を
さ
れ

て
い
る
方
に
は
、
す
で
に
ご
案

内
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
他
の

市
町
村
に
転
出
さ
れ
、
出
席
を

希
望
さ
れ
る
方
は
　
月
　
日

１２

１１

（
火
）ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
成
人
式
の
実
行
委
員

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

成
人
者
で
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
け
る
方
も
　
月
　
日（
火
）

１２

１１

ま
で
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

問
合
せ
先

教
育
委
員
会
・
地
域
学
習
課

社
会
教
育
係
（
電
話
 ５
３
倆

２
４
２
７
）

　
町
で
は
、
岩
尾
温
泉
あ
っ
た

ま
ー
る
が
休
業
す
る
期
間
、

オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
ま
し
け
を
利
用

す
る
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
送

迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　
運
行
期
間
は
　
月
３
日
か
ら

１２

３
月
　
日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日

２５

で
す
。
バ
ス
の
運
行
時
間
及
び

停
留
所
は
、　

月
号
広
報
の
折

１１

込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

福
祉
厚
生
課
・
民
生
係
（
電

話
５
３
倆
３
１
１
１
　
内
線

５
１
４
）

報のしら暮 情

１５ 広報ましけ　2018．12

臨
時
職
員
（
調
理
員
）

増
毛
町
看
護
職
員

（
パ
ー
ト
職
員
）

オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
ま
し
け
浴
場
行
き

送
迎
バ
ス
の
お
知
ら
せ

平
成
　
年
３１

増
毛
町
成
人
式

お
知
ら
せ

※
右
記
以
外
の
土
日
祝
日
及
び

夜
間
診
療
は
、
か
か
り
つ
け

の
病
院
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

（
花
園
町
１
丁
目

　
電
話
 ５
６
倆
１
６
７
８
）

西
原
腎
・
泌
尿
器
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

【
　
月
９
日
】

１２

日曜当番医（留萌市）
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町
営
住
宅
に
空
き
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
左
記
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

■
住
宅
所
在
地

　
①
増
毛
町
南
暑
寒
町
５
丁
目

　
②
増
毛
町
暑
寒
町
４
丁
目

■
団
地
名

　
①
南
暑
寒
５
丁
目
団
地

　
②
暑
寒
共
栄
団
地

■
募
集
戸
数

　
①
南
暑
寒
５
丁
目
団
地　

５
戸

　
②
暑
寒
共
栄
団
地
　
　
２
戸

※
全
て
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
浴
槽
、
給
湯
設
備
、
照
明
器

具
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
、
Ｔ
Ｖ
ア

ン
テ
ナ
、
網
戸
等
は
あ
り
ま
せ

ん
。

■
住
宅
料

　
１
３
埀９
０
０
円

　
　
～
２
６
埀８
０
０
円
程
度

※
年
間
所
得
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

■
資
格
要
件

①
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

②
収
入
基
準
を
超
え
て
い
な
い

こ
と（
所
得
が
月
額
１
５
８
埀

０
０
０
円
以
下
）

③
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ
と

■
申
込
方
法

　
役
場
建
設
課
建
築
係
で
申
込

書
を
受
取
り
、
関
係
書
類
を
添

え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

　
役
場
建
設
課
・
建
築
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
５
）

　
自
力
で
除
雪
を
行
う
こ
と
が

困
難
な
世
帯
へ
の
除
雪
支
援
や
、

地
域
の
交
通
確
保
の
た
め
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
な
ど
に
、
除

雪
機
及
び
除
雪
機
を
運
搬
す
る

軽
ト
ラ
ッ
ク
を
貸
し
出
し
い
た

し
ま
す
。

■
対
象

　
除
雪
支
援
又
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
除
雪
を
行
う
自
治
会
、
団
体
、

グ
ル
ー
プ
等

■
貸
出
期
間

　
平
成
　
年
　
月
　
日
～

３０

１２

１０

　
平
成
　
年
３
月
　
日

３１

３１

　
除
雪
機
の
借
用
及
び
返
却
は
、

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
で
す
。

（
土
・
日
・
祝
祭
日
も
貸
し
出

し
い
た
し
ま
す
。
年
末
年
始
は

貸
し
出
し
い
た
し
ま
せ
ん
。）

■
申
込
み
・
注
意
事
項
等

★
事
前
に
社
会
福
祉
協
議
会
に

連
絡
し
て
使
用
状
況
等
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
除
雪
機
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
を
貸
し
出
し
す

る
際
に
申
請
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

★
除
雪
機
の
運
搬
は
利
用
者
が

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
燃
料
代

は
利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

★
そ
の
他
、
不
明
な
点
は
社
会

福
祉
協
議
会
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

★
貸
し
出
し
機
種
「
ヤ
マ
ハ
Ｙ

Ｔ
倆
１
３
９
０
Ｅ
Ｘ
Ｒ
」

　（
全
高
１
坩　
ｍ
、全
長
１
坩　

３６

７０

ｍ
、
全
幅
０
坩　
ｍ
、
エ
ン
ジ

９３

ン
３
７
４
Ｃ
Ｃ
　
　
Ｐ
Ｓ
）

１３

 
増
毛
町
社
会
福
祉
協
議
会

　（
電
話
 ５
３
倆
３
６
０
０
）

　
弁
護
士
に
よ
る
出
張
無
料
相

談
会
が
増
毛
町
文
化
セ
ン
タ
ー

に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
相
続
・
遺
産
分
割
、
離
婚
、

不
動
産
や
賃
貸
借
の
悩
み
事
、

交
通
事
故
、
企
業
の
悩
み
事
、

成
年
後
見
、
借
金
、
過
払
金
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
ご
相
談
に
弁
護

士
が
お
答
え
し
ま
す
。
ご
相
談

に
乗
る
の
は
オ
ロ
ロ
ン
ひ
ま
わ

り
基
金
法
律
事
務
所
の
河
本
晃

輔
弁
護
士
で
す
。

　
無
料
で
弁
護
士
に
相
談
で
き

る
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
時

間
は
１
枠
　
分
で
、
事
前
予
約

３０

が
必
要
で
す
。

■
日
時

　
平
成
　
年
　
月
　
日（
金
）

３０

１２

２１

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１３

３０

１６

３０

　（
１
枠
　
分
）

３０

■
場
所

　
増
毛
町
文
化
セ
ン
タ
ー

■
予
約
・
問
合
せ
先

オ
ロ
ロ
ン
ひ
ま
わ
り
基
金
法

律
事
務
所
（
０
１
６
４
倆
５

６
倆
４
３
１
２
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。（
予
約
期
間：

　
月
　
日（
木
）　
時
　
分
ま

１２

２０

１６

３０

で
）

町
営
住
宅
空
家
情
報

（
　
月
１
日
現
在
）

１１

除
雪
機
を
貸
し
出
し
ま
す

増
毛
オ
ロ
ロ
ン
出
張
無
料

相
談
会
の
ご
案
内

　国立小樽海上技術学校では、中学生卒業

者に船員となるための教育を行っています。

入試試験等、詳しくは同校教務課までお問

い合わせください。また、ホームページも

ご覧ください。

　　　　【問合せ先】

国立小樽海上技術学校・教務課

（電話 0134崖54崖2122）

国立小樽海上技術学校
平成３１年度生徒募集

新着本案内   総合交流促進施設元陣屋（電話 ５３崖３５２２）

　ある所に、どんな動物にも似ていな

いヘンナコがいました。羽根もないの

に空を飛び、雨を降らせます。「雨

だ！」ひでり続きで苦しんでいた動物

たちは大喜び。みんなから、たいそう

喜ばれました。

あのこヘンナコ ワダ　アスカ 作・絵兵藤　秀一 著

　就職活動は、努力すべき方向がわか

れば面接を突破できます。最も大事な

ことは、出来るだけ不安な感情を打ち

消すこと。面接官の心をつかむ事が重

要です。採用と不採用の境界線を紹介

します。

受かる面接、落ちる面接

報のしら暮 情
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土金木水火月日
２ ９２ ８

不燃ごみ

かん・びん

２ ７

生ごみ

資源ごみ２

２ ６

ペットボトル

プラ製容器

２ ５

可燃ごみ

資源ごみ１

２ ４

生ごみ

粗大ごみ

１２／２３

５４

不燃ごみ

かん・びん

３

収集なし

２

収集なし

１／１

収集なし

３ １

収集なし

３ ０

◇年末年始ごみ収集スケジュール◇

※12 / 24（月）の粗大ごみの申込は12 / 21（金）15時までに留萌南部衛生組合（電話 43崖2555、43崖

2588）へお申込みください。

※12 / 29（土）から１/３（木）までは、各ごみ処理場への直接搬入も休みとなります。

　 役場町民課・町民環境係（電話 53崖1112）

　年末年始のごみの収集日程については下記のとおりとなりますのでご注意ください。年末年始の

時期には、ごみ排出量の増加などのため、すべてのものがステーションに入りきらない可能性があ

ります。資源物を外に置くなどの工夫をお願いします。また、普段よりごみの収集時間が遅くなる

場合がありますので、ご了承願います。

１　月12　月

８
（火）

７
（月）

６
（日）

５
（土）

４
（金）

３
（木）

２
（水）

１
（火）

31
（月）

30
（日）

29
（土）

28
（金）

27
（木）

26
（水）

留萌振興局などの道の機関

役場、健康一番館　※１

教育委員会

文化センター（貸館業務）

17時証明書自動交付機　※２

市街診療所　※３

元陣屋

町立体育館

屋内グランド

※４15時暑寒別岳スキー場　※４

ごみの収集 

し尿くみ取り　※５ 

ましけ葬苑 

年末年始休業のお知らせ

※１　死亡や出生、婚姻届などは、役場で日直者が受け付けます（８時45分～17時15分）。

※２　証明書自動交付機の使用は、12月28日（金）は17時00分までです。

※３　急病により診療を受けたい方は、まず、市街診療所（電話 53－1811）へ症状などを連絡してください。

※４　暑寒別岳スキー場の営業は、12月31日（月）のみ15時00分までです。１月１日（火）は10時00分から営

業を開始します。

※５　年内のくみ取りの申込は、12月26日（水）17時00分までに㈱増毛清掃（電話 53－2574）へ連絡してく

ださい。

　　　新年のくみ取りの申込は、１月５日（土）から受付を開始します。

　　　なお、１月、２月中の土曜日・日曜日・祝日は休みになります。

■休業日　■時間帯注意

年末年始のごみ出しにご注意！
～年末年始の時期にごみを集中して出さないようにご協力をお願いします～
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【リフト料金】

毅１回券　　　 　２４０円　（１２０円）

毅１１回券　　　 ２，４００円（１，２００円）

毅１日券　　　 ２，５００円（１，５００円）

　　　　　　　　　　　《１，５００円》

毅ナイター券　 １，０００円（１，０００円）

毅シーズン券　２４，０００円（１２，０００円）

　　　　　　　　　　 《１８，０００円》

毅３０日券　　　１０，０００円 （５，０００円）

　　　　　　　　　　　《７，５００円》

（３０日券は購入日より30日間乗り放題）

　※（　　）内は中学生以下の子ども料金

　　《　　》内は６０歳以上のシニア料金

オープン初日は

スタンプ２倍 ！ ！
　回数券または一日券を購

入するごとにスタンプ１個

押印。１０個たまると一日券

に交換できます。オープン

初日の１５日は、スタンプ２

倍のサービスデー！

たくさんのご来場お待ちし

ております。

シーズン券予約受付中 ！
大人　　２４，０００円

子ども　１２，０００円

《予約特典》

　ロッジ食堂お食事券

　600円分×２枚！！

～１２月１３日受付分まで

受付：役場商工観光課

　　　　　（５３－３３３２）

《無料！！スキーバス》
　無料で乗れるスキー場まで

の送迎バスを１月５日（土）か

ら２月２４日（日）まで、土日・祝

日限定で運行します。

　発着場所は留萌市住之江町

の留萌合同庁舎（留萌振興局）

前から増毛町文化センター経

由となります。詳しくは広報まし

け１月号にてお知らせします。

　暑寒別岳スキー場が１２月１５日（土）から営業をスタートします。今シーズンは

２０１９年３月１０日（日）まで毎日営業！この暑寒別岳スキー場、実は道内でも有

数のパウダースノースポットとして、道内外のスキー・スノーボード愛好家の間

で話題が沸騰中。暑寒別岳を眺めながら極上のパウダースノーをお楽しみくだ

さい。（おすすめは、朝一番の第２リフトチャレンジコース！）

※ナイター営業は１月、２月の金・土曜日、３月は９日までの日曜以外毎日

スキーロッジ食堂
《営業時間》

平日　　　１１：００～１６：００
ナイター　１１：００～２０：００
３月平日　１３：００～１８：００
３月土日　１１：００～１６：００

ＯＰＥＮ 10：00 葛 ＣＬＯＳＥ 17：00
ナイター営業日（１月・２月の金・土）　ＣＬＯＳＥ 21：00

日曜・祝日　ＯＰＥＮ 9：30

《３月平日》ＯＰＥＮ 13：00 葛 ＣＬＯＳＥ 21：00
《３月土曜》ＯＰＥＮ 10：00 葛 ＣＬＯＳＥ 21：00
《３月日曜》ＯＰＥＮ 09：30 葛 ＣＬＯＳＥ 17：00

年末年始営業は
１２月３１日15：00 ＣＬＯＳＥ　　１月１日10：00 ＯＰＥＮ

増毛町暑寒別岳スキー場
〒０７７－０２１６ 増毛郡増毛町暑寒沢６９８番地1

ＴＥＬ＆ＦＡＸ 0164－53－3002

（役場内連絡先：増毛町役場商工観光課　ＴＥＬ.０１６４－５３－３３３２）



໰̇ 役場税務課税務係（電話 ５３－１１１４）

国民健康保険税（第６期）
１月７日（ 月 ） 

　最近、川や海へ生ゴミなどを捨てられている状

況を見かけます。川への不法投棄は流雪溝が詰ま

る原因にもなります。

　不法投棄は犯罪です。不法投棄の現場を見つけ

たら、警察に通報してください。
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１１月末
人口と世帯

（－３）人4,259人口

（－１）人1,968　男

（－２）人2,291　女

（－２）世帯2,226世帯

（　）は前月との増減

１１月１日～１１月３０日届出分

໰̇ 役場町民課町民環境係（電話 ５３－１１１２）

町税の
納期に
ついて

不法投棄は、
５年以下の懲役

もしくは１，０００万円以下の
罰金に処せられます。

不法投棄は

≪この欄は、有料で商業広告などを掲載しています。≫

〒077－0214　
北海道増毛郡増毛町畠中町５丁目
ＴＥＬ 0164－53－9000
ＦＡＸ 0164－53－9090

唐木屋ファーマシー
調剤薬局

○全国どこの病院からの処方せんでも

受け付けております。

○お家にお薬余っていませんか？

余っているお薬のご相談もお気軽にどうぞ。

○お薬の数が多くて管理が大変だ……

服用しやすい様にまとめることも出来ます。






